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研究概要

言語学の観点から、現代日本語と韓国語の文法における対照研究を行っています。日本語と韓国
語は構造が類似していると言われていますが、有意義な共通点のみならず、看過できない相違点
があります。対照研究は、単に言語現象を比べるのでなく、そこに潜んでいる構造的な特徴を探る
ことで、汎言語的な規則を見出し、それぞれの言語の特徴における精密な記述や人間の認知の探
究を目指すものです。教育、辞書、翻訳など応用分野も広く、言語学の欠かせない分野であると言
えます。

１ 名詞句の意味と解釈に関する日韓対照研究
①　本研究は、現代日本語と韓国語の名詞句の特徴を、意味論的・語用論的な対照分析によっ
て解明しようとするものです。
②名詞句は、その内部意味構造ならびにそれが生じる文中における意味機能という　二つの観
点から考察される必要があります。本研究では、前者として多様な名詞句構造（「名詞/節/数量
詞/副詞/φなど＋名詞」）を取り上げ、後者として名詞句が単独でまたは述語として用いられる発
話文に着目し、日韓両言語の類似点と相違点を総合的かつ体系的に記述することを目的としま
す。

２ 日韓両語の「不完全な文」に関する総合的研究：情報と言語化の関係の解明にむけて
①「不完全な文」はどの言語にも存在し、その出現パターンも場面や文脈で自明な要素が欠ける
など共通する点が多いですが、類似する構造を持つ日本語と韓国語では「不完全な文」の構文上
の特徴や出現する状況に違いが見られます。このことは、言語ごとに「自明な要素」が違う可能性
や、何を言語化するかという言語化の仕組みが異なる可能性を示します。
②本研究課題では、日韓両言語の言語データを多様な観点から対照分析することにより、「不完
全な文」について総合的かつ体系的な説明を与え、両言語の言語化の仕組みを解明することを
目指します。
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